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基礎情報 

事業名 中学生が地域の大学生、保護者と交流するキャリア教育授業のモデル化 事業総額 1,460,000 円 

実施団体名 NPO法人だっぴ 補助総額 292,000 円 

協働担当課名 教育委員会 事務局 指導課 教育委員会 生涯学習課  

連携団体名 チャリティーサンタ岡山支部   

 

事業評価 

事業の目標 

（提案書より抜粋） 

中学生が地域の大人（保護者）や大学生と交流することで、自己の自己効力感を高めるようなキャリア教育プログラムのモデル化を行い、学校

や地域社会に展開させていくこと。 

 

取り組み 現在（平成 28年 9 月末）の状況 自己評価 課題がある場合、その対策 

学校との調整及び開催 

4校での実施が決定。うち2校は実施済み。残

り 2 校についても参加人数などの概要は決定

しており、10 月よりキャスト募集を開始する予

定。 

 

すでに実施済みの2校については大きな問題

は発生せず参加者、関係者から高評価をもら

っており、継続開催も期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

キャストの募集としくみ化 

岡山大学、岡山理科大学、中国学園について

はつながりのある先生を通じてだっぴの紹介

とキャスト募集を行うことができた。また、大学

コンソーシアム岡山と学生派遣のしくみづくり

について協議している。 

各大学での授業実績は組織とプログラムの信

頼性を高めるものであり、しくみづくりに不可

欠な工程であった。現時点では具体的な形に

はなっていないが着実に前進している。 

 

 

 

 

 

 

 

協働評価 
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項目 自己評価 課題がある場合、その対策 

連絡・調整について 

それぞれが積極的に情報を 

公開・共有していますか？ 

定期的にミーティングを開催しているほか、必要に応じて連絡を取

り合っている。 

 

 

 

協働効果について 

それぞれが役割を果たし、 

相乗効果が生まれていますか？ 

当初に想定した役割分担に基づいて、それぞれが強みを発揮して

いる。 

 

 

 

関係性について 

それぞれが対等な関係のもとで 

事業が進められていますか？ 

対等な関係が構築されている。 

 

 

 

目的共有について 

次年度以降の事業展開について 

協議・共有されていますか？ 

次年度以降の事業展開についてはこれから協議する予定である。 

 

 

 

 

実務評価 

項目 自己評価 「していない」場合、その対策 

収入・支出に計画からの大きな 

変更は発生していませんか？ 
☑している □していない 

 

 

 

収入・支出を記録するとともに 

証明書類を保管していますか？ 
☑している □していない 

 

 

 

事業の成果が記録・整理され、 

成果物が保管されていますか？ 
☑している □していない 
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その他 

ESD・市民協働推進センターへの要望や 

特記事項があればご記入ください。 

 

 

 

 

中間評価は以上になります。ご協力ありがとうございました。 


